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今
年
で
第
34
回
目
を
迎
え
た
西

会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
10
月
26

日
、
27
日
の
２
日
間
、
さ
ゆ
り
公

園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
も
、
恒
例
の
「
桐
ゲ
タ
投

げ
全
国
大
会
」
や
「
に
し
あ
い
づ

紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
」、
福
島
ゆ
か
り

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
「
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
音
楽
祭
」、
ご
当
地
ヒ
ー

ロ
ー
の
丞

し
ょ
う

神じ
ん

デ
ナ
ー
シ
ョ
ー
、
福

島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
の
選
手
に
よ

る
野
球
教
室
や
フ
ァ
ン
感
謝
祭
、

ま
た
、
町
の
新
米
や
特
産
品
な
ど

の
豪
華
賞
品
が
当
た
る
「
西
会
津

ふ
る
さ
と
大
抽
選
会
」
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
町
の
魅

力
を
町
内
外
に
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
会
津
一
お
い
し
い

新
米
が
味
わ
え
る
「
ご
は
ん
食

堂
」
や
町
の
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
な
ど

を
使
っ
た
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」、

「
バ
ケ
ツ
肉
ま
つ
り
」、「
至
福
の

ス
イ
ー
ツ
マ
ウ
ン
テ
ン
」
な
ど
の

出
店
も
あ
り
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
が
町
自

慢
の
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
町
の
魅
力
が

ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
ま
つ
り
の
様

子
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

西会津       の文化と産業祭西会津       の文化と産業祭
第 34回第 34回

西会津ふるさとまつり西会津ふるさとまつりぎゅっ
まちの魅力がまちの魅力が

と詰まった２日間♪と詰まった２日間♪

『発見』 『発見』 『創造』『創造』
『出会い』 『出会い』 
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～米フェス～ ＯＫＯＭＥ音楽祭

西会津の大自然を音楽とともに全

力で楽しむステージ！

「さゆりストリートジャズオーケス

トラ」、「Ｗａｔａｎａｂｅａｃｈ！」

（上小島出身）、「音速ライン」、「ひ

とりぼっち秀吉ＢＡＮＤ」が素敵

な演奏で会場を盛り上げました！

さゆりストリートジャズオーケストラ

音速ライン

ひとりぼっち秀吉ＢＡＮＤ

民俗芸能と民謡の集い

穂波会「新潟おけさ」 桃山会「秋田大黒舞」下小島民俗芸能保存会「神楽」

Ｗａｔａｎａｂｅａｃｈ
！

第６回 西会津一うまい米コンテスト 表彰式

　このコンテストは、西会津産米の知名度向上や
販売力強化を目的に町が開催しており、西会津産
米のおいしさを客観的に評価し、表彰します。
　今年は「コシヒカリ部門」に 110 点、「こだわ
りの品種部門」に 12点の計 122 点の応募があり、
食味値の測定や審査員による実食の結果、三留栄
一さん（青坂）の米が最優秀賞に輝き、西会津一
うまい米の栄冠を手にしました。
【コシヒカリ部門】（敬称略）
最優秀賞：三留栄一（青坂）
優秀賞：髙橋俊市（出戸）、杉原辰徳（松尾）、五十嵐
禧市（原）、渡部榮次郎（出戸）
【こだわりの品種部門（コシヒカリ以外の町内産米）】
奨励賞：橋谷田ファーム（品種：ゆうだい21）

左から橋谷田さん、髙橋さん、渡部さん、杉原さん、三留さん、薄町長

オープニングセレモニー

あいさつをする薄友喜町長 威勢の良い鏡開きでふるさとまつりが開幕 オープニングセレモニーに花を添えた
大山さゆり太鼓の勇壮な演奏！

威勢の良い鏡開きでふるさとま りが開幕 オ プニングセレモニーに花を添えたあいさ をする薄友喜町長

左から、上遠野平田村議長、清野議長、
澤村平田村長、薄町長、遠藤広野町長、
黒田広野町議長

植樹をする薄町長と清野議長

浜・中・会津友好交流協定締結記念植樹を行いました

　ふるさとまつりに併せて、26日、

「浜・中・会津友好交流協定」を結

ぶ西会津町、広野町、平田村の町

長や村長らが、さゆり公園内で協

定締結記念の植樹を行いました。

　今後も交流が続くようにと願い

を込め、西会津町はイロハモミジ、

広野町はヤマザクラ、平田村はア

ジサイを植樹しました。

特集   第 34 回  西会津ふるさとまつり フォトギャラリー
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米フェス ～ごはん食堂～

西会津産米のおいしさと魅力をＰＲする

「ごはん食堂」。本年度の「西会津一う

まい米コンテスト」で最優秀賞に輝い

た三留栄一さん（青坂）の新米を使い、

丁寧に炊き上げたごはんを提供しまし

た。お昼時には長い行列ができ、訪れ

たお客様に大好評でした！

桐ゲタ投げ全国大会

今年で 21回目を迎えた、町特産の桐ゲタを遠くに飛ばす「桐ゲタ投げ全国大会」。今年は54人が出場し、一般男子の部では10㍍を超える記録が飛び出し、会場は大いに沸きました！投げる桐ゲタは、小学生用が約７㌔、一般が約13㌔の特注品。今年は福島レッドホープスの選手や丞神デナーも出場し、大会を盛り上げました！

桐ゲタ投げ全国大会 優勝者
〈小学生男子の部〉　　  　（敬称略）

　佐藤聖也（３㍍ 80㌢・喜多方市）

〈小学生女子の部〉

　栗城愛果（４㍍54㌢・会津若松市）

〈少年男子の部〉

　佐藤優斗（３㍍10㌢・喜多方市）

〈一般女子の部〉

　立川チハル（３㍍96㌢・白河市）

〈一般男子の部〉

　上野貴章（10㍍ 77㌢・福島市）

福島レッドホープス野球教室

森口練太郎捕手から捕球について学ぶ子どもたち 佐賀悠選手とノックを受ける子どもたち 選手と一緒に練習試合も行いました

丞
しょうじん

神デナーＳＨＯＷ !!

町のご当地ヒーロー「丞神デナー」！！ 邪鬼ウッツァスと戦うデナー！ デナーのピンチに必死に応援する子どもたち

にしあいづ紅葉ウォーク
（共催：第12回いきいき健康ウォークｉｎ西会津）

笑顔で元気に出発する参加者 秋の西会津路を楽しみました

「越後街道野沢宿の風情を楽し

む６㌔コース」、「飯豊山と野沢

平の眺望を楽しむ８㌔コース」、

「いにしえの想いを感じる信仰

の道10㌔コース」の３コースで、

参加者が西会津の秋を堪能し

ました。

ロウリュとは、フィンランドに
伝わるサウナ風呂の入浴法の
ひとつで、熱したサウナストー
ンに水を掛け、水蒸気を発生
させます。日本のサウナに比
べ、低温高湿です。

どこにでも設置できる移動式テントサウナどこにでも設置できる移動式テントサウナフィンランドの温泉文化を体験！ どどンランドの温泉文化を体験！

ロウリュ 体験ブース

薪でサウナストーンを加熱薪でサウナスト ンを加熱

特集   第 34 回  西会津ふるさとまつり フォトギャラリー
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商工まつり部門

西会津のソウルフード バケツ肉！！ 町内菓子店のスイーツが大集合！！

ヘリコプター 遊覧

西会津の秋の魅力を空から一望

西会津ふるさと大抽選会

２日間のまつりを締めくく
る大

抽選会。西会津の新米や
ミネラ

ル野菜などの地場産品をは
じめ

としたさまざまな豪華賞
品に、

会場は大盛り上がりでした
！

抽選番号を引く薄町長

抽選番号を引く町観光クルー

司会のなすびさんも抽選に参加！

番号が発表されるたびに一喜一憂 一等の賞品は西会津産新米 一俵！

健康福祉まつり部門

高齢者・障がい者 作品展
〈ものづくりの部・大賞〉  　 （敬称略）

　和久井スミ子（作務衣・10町内）

〈芸術文化の部・大賞〉

　橋谷田光子（丁仙芝・１町内）

〈介護サービス利用者の部・大賞〉

　ミニデイサービス　紅老の華

〈子育てつぶやき川柳〉

 大賞＝ペンネーム・あい

 「いたずらを してる時だけ おとなしい」

 優賞＝ペンネーム・スイカバー

 「念送る スマホ見でねで こめら見ろ」

福島レッドホープスファン感謝祭
with 渡辺俊美スペシャルライブ

ファン感謝祭では、トークショーが行われたほか、豪華景品が当たるじゃんけん大会や選手との運動会が行われました。渡辺俊美さんのスペシャルライブでは、渡辺さんの長男の登
とう

生
い

さんが登場し、会場を盛り上げました！

渡辺さんと長男の登生さんが歌声を披露 運動会でファンと触れ合うレッドホープスの選手

「自分と野球と西会津」をテーマにトークショーじゃんけん大会の賞品はサイン入りユニフォーム

大勢の人でにぎわった町特産の農林産市 「ファミリー木工教室」で楽しく作品作り栄養たっぷりの土から作られる「ミネラル野菜」「フ ミリ 木工教室 で楽しく作品作り

イベント部門

地域おこし協力隊の「ワードラリー」親子フリーマーケット

血圧測定や薬の相談など「健康管理コーナー」 子育てつぶやき川柳コーナー

友好交流協定を結ぶ広野町友好交流協定を結ぶ広野町

文化祭部門

友好交流協定を結ぶ平田村

子育てつぶやき川柳コーナー

地親子フリーマーケット

農業まつり部門

じゃんけん大会の賞品はサイン入りユ フ ム

特集   第 34 回  西会津ふるさとまつり フォトギャラリー



　10 月 31 日、こゆりこども園でマ
ラソン大会が開かれ、園児らが元気に
コースを駆け抜けました。
　大会にはひまわり組（年長）とゆり
組（年中）の園児が参加し、各組の男
女ごとに園庭をスタートし、園舎を１
周しました。会場には多くの保護者が
応援に駆け付け、園児がスタートする
たびに盛んに声援を送っていました。
園児らは保護者や友達の大きな声援を
受けながら元気いっぱいに走り、全員
が完走しました。

　西会津国際芸術村で 11月１日、リ
トアニア駐日大使夫人による料理教室
が開かれました。教室では大使夫人の
ラサ・ヴァルブオリエネーさんが、同
国で家庭料理として広く食べられてい
るパンケーキやチーズ、スープなどの
調理を参加者の目の前で実演し、参加
者らと一緒に味わいました。
　同国と芸術村は開村当初より芸術を
通した交流があり、今年 4月にも、大
使と夫人は芸術村や萱本などを訪れ、
地域住民とのふれあいを深めました。

　10月 20日、さゆり公園体育館で今
年２回目となるラジオ体操講習会が開
かれ、約140人の参加者が、講師の実
技と解説をもとにラジオ体操の正しい
動きや効果を学びました。講師は実演
を交えながら、動かす箇所を意識する
ことで効果的に刺激を与えられること
などを説明し、講習会の最後には「楽
しみながらやることが長続きするため
のこつです。健康のためにも続けてく
ださい」とアドバイスを送りました。

　秋の深まりとともに新そばの季節を
迎え、11月３日に奥川地区と橋屋地区
で、４日に安座地区で、新そばまつり
が開かれ、各地でにぎわいを見せまし
た。このうち奥川地区（写真上段）と橋
屋地区（写真下段）のそばまつりには
旬の味覚を求め町内外から大勢の家族
連れらが訪れました。会場では天ぷら
なども提供され、来場者は香り豊かな
打ち立てのそばを味わっていました。

リトアニアの家庭料理を紹介

駐日大使夫人が
リトアニア料理教室

NHKテレビ・ラジオ出演者を講師に NHKテレビ・ラジオ出演者を講師に 

ラジオ体操の正しい動き学ぶラジオ体操の正しい動き学ぶ

秋の味覚に舌鼓  各地でにぎわう秋の味覚に舌鼓  各地でにぎわう

町内各地で新そばまつり町内各地で新そばまつり

こゆりこども園でマラソン大会

声援受け 笑顔で
 ゴールを目指す！

　佐藤キヨさんの満 100歳を祝う賀寿贈呈式が誕
生日の11月８日、憩の森で行われました。式では、
町や内閣総理大臣、県知事などから賀寿と記念品
が贈られたほか、親族からもお祝いの花束などが
贈られました。親族を代表し、長男の利昭さんが「母
が 100歳まで長生きできたのは、施設や診療所の
職員、親戚の皆さんのおかげです」と謝辞を述べ
ました。佐藤さんは大正 8年に芝草で生まれ、３
人の子が独立してからは、ゲートボールや山菜取
り、魚釣りなどを楽しんできたそうです。

↑芸術村内の「まぼろしレストラン」で行われた料理教室。写真左下が駐日
大使夫人のラサ・ヴァルブオリエネーさん。この日は、ポテトのパンケーキ
やカードチーズ、ビーツとヨーグルトの冷製スープなどが調理されました

↑講師のＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟指導員の家
や

根
ね

本
もと

織
おり

永
え

さん（左下写
真の左）とＮＨＫテレビ・ラジオ体操アシスタントの矢作あかりさん

家族や親戚、施設の職員、入所者みんなで 100 歳を祝いました

満100歳の賀寿をみんなで祝う

佐藤キヨさんへ 100歳賀寿の贈呈佐藤キヨさんへ 100歳賀寿の贈呈
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町からのお知らせ ニュース＆

　町では、皆さんの冬の暮らしを守るため、除雪体制を整え、生活道

路の円滑な交通の確保に取り組んでいきます。

　本町のような豪雪地域で冬を快適に過ごすためには、皆さんのご理

解とご協力が不可欠です。次のことを再確認していただき、共に快適

な冬の生活を築いていきましょう。

◆路上駐車は絶対にしない

　  　１台でも路上駐車があると、そこから先の除雪

作業が行えない場合がありますので、夜間の路上

駐車は絶対しないようお願いします。

◆早朝除雪時の騒音はご容赦ください

　  　通勤や通学に支障が出ないよう、早朝に作業を

実施しています。また、降雪状況によっては深夜

に出動する場合もあります。除雪作業時の騒音は

ご容赦ください。

◆屋根からの雪は各家庭で片付ける

　  　屋根からの落雪や雪下ろしで道路に雪が落ちる

場合は、通行の支障とならないよう各家庭での処

理にご協力をお願いします。

◆障害物には赤い目印を付ける

　  　除雪作業により破損する恐れのある構造物は、

赤い布切れなどで目立つよう表示してください。

◆スノーポールの保全にご協力ください

　  　除雪作業を安全に行うため、道路の路肩に紅白の

スノーポールを立てています。除雪作業の ｢道しる

べ｣ ですので、倒れているポールを発見した場合は、

立て直しにご協力をお願いします。

◆除雪車両には絶対に近づかない

　  　除雪車両に近づくと、思わぬ事故に巻き込まれる

恐れがあります。大変危険ですので、絶対に近づか

ないようにしましょう。

◆田畑に砂利などが入ることがあります

　  　細心の注意を払い作業にあたっていますが、雪に

付着した砂利などが田畑に入る場合があります。ご

了承ください。また、自治区等での砂利拾いにご協

力をお願いします。

＜問い合わせ先＞

　建設水道課　管理係　☎ 45―4530

　町では、新しい一年を迎えるにあたり、町民の皆さんが一堂に会

し輝かしい「西会津町」の未来を語り合い、互いの親睦を深めるこ

とを目的に「新春交歓会」を開催します。ぜひご参加ください。

◆開 催 日　令和２年１月 10 日（金）

◆会　　場　町公民館  大ホール

◆申込期限　令和元年 12 月 20 日（金）

◆会　　費　１人２，０００円（当日にご持参ください）

◆申 込方法　申込用紙は町役場または町公民館、新郷連絡所、奥川

みらい交流館にあります。必要事項を記入の上、期限までに申

し込みください。

〈申込・問い合わせ先〉　町公民館　☎ 45―3244

新しい１年の始まりに町の未来を語り合う

１月 10日（金）に新春交歓会を開催します１月 10日（金）に新春交歓会を開催します

建設水道課からのお願い

除雪作業にご理解とご協力をお願いします除雪作業にご理解とご協力をお願いします

　今年で第18回目となる光桐祭が10月 19日、西会
津中学校で開催されました。令和初の今年は「煌

きら

めき
～輝く新時代の扉を開け～」をテーマに、実行委員長
の長谷川寛奈さんの開会宣言の後、学習内容の発表や、
合唱コンクール、学年企画として各学年による楽器演
奏や創作ダンスの発表などが行われました。今年のテー
マ同様、生徒一人一人の煌めく笑顔が印象的でした。

　11月９日、西中多目的ホールにおいて町社会福祉大会
が開かれました。本大会は３年ごとに開催され、３回目
を迎えました。大会では、大会長で社会福祉協議会長の
薄町長が地域福祉の進展に尽力された皆さんに表彰状
と感謝状を贈り、併せて小・中・高生が制作した福祉に関
するポスターや作文、スローガンの最優秀作品の表彰を
行いました。大会後にはウクレレ漫談のぴろきさんによ
るチャリティー寄席も行われ、会場を盛り上げました。

合唱や楽器演奏、ダンスなどを披露

西会津中で光桐祭 開催

「やってみよう みんなのために できる事」
　　　　　　　　　　　　　　　　 （大会スローガン・佐藤桃羽さん 作）

やさしい町を目指し 社会福祉大会

　10月 10日、西会津高校の３年生が鳥追観音如法寺
を訪れ、仏教についての授業を受けました。これは日本
史の授業の一環として行われたもので、当日は如法寺の
三留まき子さんが講師となり、生徒らに仏教やその文化
などについて解説しました。生徒らは講師の説明を受け、
寺が所蔵する観音像や三十三観音応現身像などの仏像や
彫刻を興味深そうに見学しながら、熱心に学習活動を
行っていました。

西会津高生が仏教文化を学ぶ

鳥追観音で日本史の授業

　10月 16 日と 17日の２日間にわたり、西会津高校
でミニ文化祭が開催されました。１日目は各クラス対
抗の合唱コンクールが行われ、課題曲と自由曲ともに
３年生が最優秀賞に輝きました。その日の昼食は場所
をさゆりオートパークに移し、バーベキューを楽しみ
ました。２日目はバドミントンとバレーボールのトー
ナメント戦が行われ、保護者や教員のチームも参加し、
生徒らと一緒に心地よい汗を流しました。

合唱やバーベキュー、スポーツ大会など開催

西会津高校でミニ文化祭

薄大会長から社会福祉大会長表彰を受ける白井守さん

３年生による楽しい創作ダンス

鳥追観音如法寺の三留さんの話を聞く西高３年生

さゆりオートパークで行われたバーベキューランチ
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　10 月７日に行われた第 74 回国民体育大会「いきい

き茨城ゆめ国体 2019」の陸上・走り幅跳び（少年女

子Ｂ＝高校 1年・中学３年の部）で、外
と

島
しま

央
ひろ

さん（会

津学鳳高１年・下野尻）が全国３位に輝き（記録５㍍

74㌢）、全国の舞台で初の表彰台に立ちました。

　また、同 18 日に広島市で行われた 18 歳以下の選

手で競う「第 13 回Ｕ18 日本陸上競技選手権大会」

においても、外島さんは７位入賞を果たしました。

　今後の活躍がますます期待される外島さんに、入賞

の喜びと今後の目標についてお話を聞いてきました。

今回の大会では仲間や先生、家族の力を強く感じたという
外島さん。これからも部活のみんなと一緒に頑張ってい
きたいと話してくれました ＝会津学鳳高校グラウンド

茨城ゆめ国体で表彰台に　日本陸上競技選手権大会（18歳以下）でも入賞

外島 外島 央央
ひろひろ

 さん さん（会津学鳳高１年）（会津学鳳高１年）走り幅跳びで全国３位！走り幅跳びで全国３位！
建設水道課からのお知らせ

冬期間の水道使用料と使用上の注意点冬期間の水道使用料と使用上の注意点

◆冬期間の水道料金について

　 　冬期間は積雪等により検針が困難になるため、

12 月分～３月分の水道料金は、９月～ 11 月の

平均使用水量をもとに算定した概算額を請求しま

す。その後、４月に検針を再開してから過不足分

を精算しますので、ご了承ください。

◆冬期間の水道使用の注意点

　 　凍結防止のため、次のことを確認してください。

　① 電熱ヒーターの電源を入れる（電熱ヒーターの

点検もしてください）

　② 不凍水抜栓の作動確認を行う（雪による破損防

止のため、雪囲いもしてください）

　　※古いものは新しくしてください

　③ メーターボックスを保温する（メーターボック

スに布や発泡スチロールを入れる）

◆漏水の点検について

　 　水道管の老朽化や凍結などにより、気付かない

うちに宅内で漏水している場合があります。昨年

も凍結による事故が多く見られました。その場合、

水道料金が高額になってしまいますので、時々、

メーターや家の周りを確認してください。

※ 漏水を発見した場合は、町指定の給水装置工事事

業者か建設水道課に連絡をお願いします。

◆今回、全国の舞台で３位に輝いて̶

　 　昨年参加した国体では結果を残すことができ

ず、応援してくれた先生や家族に対して申し訳な

い気持ちがありました。それから１年間、優勝を

目標に頑張ってきたので、今回優勝することがで

きず悔しさはありますが、それでも、全国大会の

決勝に残ったのは初めてですし、全国で３位に

なったのも初めてなので、うれしさもありつつ、

悔しさもあるという気持ちです。

　 　また、今年の夏は、目標としていたインターハ

イに出場することができず、悔しい気持ちで練習

をしてきたので、入賞できてホッとしたという気

持ちもあります。

◆これからの目標は̶

　 　来年、静岡県で行われるインターハイで優勝す

ることと、６㍍を跳ぶことです。また、再来年に

福井県で行われるインターハイでの連覇と、６㍍

50㌢を跳ぶことも今後の目標です。大学でも陸

上を続けていきたいと思っています。

　 　今年の国体では同級生や先輩、先生、家族など、

皆さんの支えや力をとても強く感じました。その

おかげで入賞することができたと思います。来年

はもっと強くなり、いい記録を出して、支えてく

れた方々に恩返しをしたいです。これからも部活

のみんなと切磋琢磨しながら、一緒に頑張り、記

録を伸ばしていきたいです。

◆冬期間に家を留守にする場合は…

　   降雪前に水道メーター休止の手続きを行ってくだ

さい。降雪後に手続きを行う場合はメーターボック

ス周辺の除雪をお願いします。

　 　凍結により水道管が破裂したり、凍結防止のため

に水道を出したままの状態にすると、水道料金に反

映され、検針再開時に高額な水道料金が請求される

場合もありますので、不凍水抜栓や電熱ヒーターの

設置をお勧めします。不凍水抜栓等の設置について

は、建設水道課または町指定の給水装置工事事業者

に問い合わせください。

＜連絡・問い合わせ先＞

　建設水道課　上下水道係　☎ 45―4534

　こゆりこども園では、来年４月からの入園申し込みを受け付けています。

希望する場合は子育て支援センター（こゆりこども園）または町役場福祉

介護課にある「支給認定申請書（入園申込書）」に必要事項を記入の上、

次の関係書類を添えて期限までに提出してください。

◆関係書類

◎保護者の就労等証明書

◎個人番号（マイナンバー）確認用紙

※ 個人番号確認用紙は保護者が平成 31 年１月１日

現在で西会津町に住所がない場合に必要です。

※ 申請書および関係書類は町ホームページからダウ

ンロードできます。

◆入園できる児童

生後６カ月～就学前の児童

◆申込期限

　令和元年 12 月 25 日（水）

＜提出・問い合わせ先＞

　子育て支援センター（こゆりこども園）

　☎ 45―4332

就学前の子どもの保護者の皆さんへ

こゆりこども園の入園申し込みを受け付けますこゆりこども園の入園申し込みを受け付けます

　11 月１日、町が整備を進めてきた奥川・中町の

集落支援拠点施設が完成しました。この施設は、空

き家となっていた民家を借り受け、トイレや風呂、

台所などを改修し、最大で 20 人を収容できる施設

として整備したもので、集落支援などのために町を

訪れた人は無料で利用できます。

　奥川地区には福島大学や会津大学などの学生らが

集落支援に訪れており、同月３日には、奥川そばま

つりのボランティアに福島大生が訪れ、早速施設を

利用しました。

人足イベントなどの集落支援活動に活用

奥川・中町に集落支援の拠点施設が完成奥川・中町に集落支援の拠点施設が完成

空き家となっていた民家を改修した拠点施設
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　10 月 30 日、町役場教育長室において、令和元年

度東北地区スポーツ推進委員協議会功労者表彰が行わ

れ、江添教育長から上野好恵さん（井谷）へ表彰状が

贈られました。受賞を受け、上野さんは「本日はあり

がとうございます。スポーツ推進委員として長く続け

てこられたのは皆さんのおかげです。これからも皆さ

んの力になれるよう頑張ります」とあいさつました。

　上野さんは平成９年よりスポーツ推進委員を務め、

22 年間にわたり町内の各種体育行事や水泳教室など

を通じ、青少年の健全育成や、女性や高齢者の健康増

進、町の社会体育振興に尽力しました。 功労者として表彰を受けた上野さん（左）と江添教育長

　「自治区訪問」を今月から開催することとした。

奥川地区をスタートに、第 1 回目を小綱木集落で

開催した。町長室と町民の皆さんの距離を縮めるた

めに、町民の皆さんとの意見交換の場として「町長

室に行ってみよう」を昨年 10 月から開催し、これ

までに７回実施したが、さまざまな意見や要望・提

案などを聞くことができて、大変有意義な機会に

なったが、開催できなかった日や、来庁者がいない

回もあり、始めた頃からみると少し陰りを感じるこ

とがある。

　町民の皆さんからは、町長室は敷居が高くて、な

かなか行けないという話が多々聞こえてくる。

　そんなことから、多くの町民の皆さんと懇談でき

る方法を考えていたが、役場に来ていただくのでは

なく、私が直接各集落に出向いて皆さんと意見交換

をするのが一番良いと思い、今月から実施した。

　内堀福島県知事は、現場主義に徹し、毎年 1 回

県内 59 市町村を訪問し首長や地域の人たちと面談

し、県政に反映している。

　私も現場を知らなければ良い政策や事業はできな

いと常々思っており、全集落を訪問し町政運営に努

めて参る考えである。

　これからも「町長室に行ってみよう」と「自治区

訪問」の 2 つを効果的に継続して、住みよいまち

づくりに全力で頑張りたい。皆さんよろしくお願い

します。
西会津町長

町 長 コ ラ ム  その 13

　西会津こども研幾塾の閉塾式が 10 月 31 日、町役

場大会議室で行われ、塾生 12 人が約半年間にわたり

塾で学んだ成果を発表し、修了証の授与を受けました。

　塾生らは「西会津を知る、西会津の未来を学ぶ」を

テーマに、６月から町の歴史や文化、自然、産業につ

いて体験活動を通じ学んできました。発表では、一人

一人が塾で学んだことを写真を交えて説明し、最後に

は町の将来についての提言も行いました。塾生らは、

今後も地域行事への参加などを通し、町について学ん

でいくことを誓いました。 ６月から町について学んできた「こども研幾塾 第一期生」

西会津こども研幾塾  町を知り、町の未来を学ぶ

閉塾式で 塾生らが活動成果を発表閉塾式で 塾生らが活動成果を発表

　10月20日、令和元年度の秋季消防検閲式が行われ、

消防団員や女性消防隊員、役場消防隊員ら約 300 人

が参加しました。野沢中央通りを分列行進した後、団

員らは西中グラウンドで検閲式に臨み、規律訓練では

日頃の練習の成果を発揮し、機敏な行進を披露しまし

た。女性消防隊の皆さんによる身近なものを使った応

急手当の実演や町消防表彰なども行われ、検閲式後に

大槻橋の上流で行われた放水訓練では、団員らが放水

手順の確認や円滑な連携活動の確認を行いました。 受礼台の町長へ敬礼をしながら分列行進する団員ら

町消防団員ら 訓練の成果を披露

令和元年度 町秋季消防検閲を実施令和元年度 町秋季消防検閲を実施

町議会臨時会報告  議案２件を審議・可決
10 月 30 日に臨時会が開かれ、台風 19 号による

被害の復旧にかかる経費について、次の議案２件が

原案のとおり可決されました。

◆ 令和元年度町一般会計補正予算（第５次）の専決
処分の承認

◆令和元年度町一般会計補正予算（第６次）

スポーツ推進委員として永年にわたり生涯スポーツの振興に貢献

上野好恵さんがスポーツ推進委員協議会表彰を受賞上野好恵さんがスポーツ推進委員協議会表彰を受賞
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「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）
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は
小
学
生
が
２
・
７
皿
、
中
学
生

３
・
７
皿
、
成
人
は
５
・
２
皿
で
し

た
。
小
中
学
生
は
給
食
に
加
え
、

家
庭
で
も
食
べ
る
よ
う
に
し
、
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
も
１
日
５
皿
以

上
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

▲ 町民の皆さんが元気にいきいき生活できるよう、減塩と野菜
を食べる量を増やすため、町食生活改善推進員の皆さんが地
域に出向いて活動。野菜料理を調理してみんなで実食する

今日から

区分 小学
５年生

中学
２年生

20～
30 代

40 ～
50 代

60 ～
70 代

80 代
以上

男性 2.4 3.2 3.4 4.7 5.5 7.5

女性 3.1 4.1 4.8 4.7 5.8 4.9

町平均 2.7 3.7 5.2

簡
単
、
減
塩
で
お
い
し
い

沖
縄
発
「
か
ち
ゅ
ー
湯
」

【
材
料
１
人
分
】
か
つ
お
節
＝
ひ

と
つ
ま
み
、み
そ
＝
小
さ
じ
１（
６

㌘
）、
ね
ぎ
＝
お
好
み
で
、
お
湯

＝
１
５
０
㏄

【
作
り
方
】
お
椀
に
、
か
つ
お
節

と
み
そ
を
入
れ
、
お
湯
を
加
え
、

み
そ
を
溶
か
す
。
み
じ
ん
切
り
に

し
た
ね
ぎ
を
加
え
る
。
み
そ
を
少

な
く
し
て
も
か
つ
お
節
の
う
ま
味

で
お
い
し
い
で
す
。
さ
ら
に
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
加
え
る
と
野
菜
１
皿

分
が
取
れ
ま
す
。
玉
ね
ぎ
の
ス
ラ

イ
ス
、
ゆ
で
た
ほ
う
れ
ん
草
や
白

菜
な
ど
が
お
勧
め
で
す
。
最
近
、

し
ょ
う
ゆ
、
み
そ
を
は
じ
め
減
塩

タ
イ
プ
の
商
品
の
種
類
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
上
手
に
活
用
し
減

塩
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

男性
１日３回１日３回
27.1㌫27.1㌫ １日１日

１～２回１～２回
週に週に

３～４回３～４回

週に１～２回週に１～２回

ほとんど食べないほとんど食べない

女性 43.2㌫43.2㌫

町平均

町における野菜料理を食べる頻度
（H28 町栄養調査）

町の副菜の摂取量（単位：皿）

35.6㌫35.6㌫

00 1001008080606040402020

「
副
菜
」
と
は
、
野
菜
・
き
の
こ
・
い
も
・
海
藻
料
理
等
の
こ
と

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

お知らせ
INFORMATION

「
ど
こ
ト
レ
」
で

降
雪
時
の
列
車
の

運
行
状
況
を
確
認

還
付
金
詐
欺

に

注

意
！

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

冬
眠
前
の
ク
マ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

◆
町
議
会
定
例
会

　

生
放
送　

午
前
10
時
〜

　

再
放
送　

午
後
６
時
〜

※ 

放
送
時
間
は
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
年
末
年
始
特
別
番
組

　

詳
細
は
「
に
し
あ
い
づ
ニ
ュ
ー

ス
ワ
イ
ド
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

 

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

12
月
の
放
送
案
内

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
提
供
す
る
「
ど

こ
ト
レ
」
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
列
車
の
運
行
状
況

が
確
認
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
降
雪
時
な
ど
に

運
行
状
況
や
運
休
等
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
電
話
に
よ
る
列

車
時
刻
等
の
問
い
合
わ
せ
は
左
記

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
ど
こ
ト
レ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
http://doko-train.jp

◆
Ｊ
Ｒ
東
日
本
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
０
―
２
０
１
６
―
１
６
０
０

　

※
午
前
６
時
〜
午
前
０
時

　

喜
多
方
警
察
署
管
内
で
、
還
付

金
詐
欺
が
発
生
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
直
接
、
還
付
金
を
受
け
取
る

手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通

事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　

県
民
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意

識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
付
け
、
事
故
防
止
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
の
期
間

　

 

12
月
10
日
（
火
）

　

 

〜
令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）

◆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

 「
夕
暮
れ
の  

早
め
の
ラ
イ
ト
で

   

防
ぐ
事
故
」

◆
運
動
の
重
点

①
道
路
横
断
中
の
交
通
事
故
防
止

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③ 

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
（
特
に
夜
光
反
射
材
用
品

な
ど
の
着
用
の
推
進
）

④ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

⑤ 

飲
酒
運
転
の
根
絶
と
飲
酒
が
関

与
す
る
交
通
事
故
の
防
止

電
話
に
は
対
応
せ
ず
、
警
察
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
ク
マ
が

冬
眠
の
た
め
に
餌
を
求
め
て
活
発

に
活
動
し
ま
す
。
県
内
で
も
人
身

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

早
朝
、
夕
方
の
農
作
業
、
散
歩

な
ど
で
山
に
入
る
際
は
、
ク
マ

よ
け
鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

身
に
着
け
る

◎ 

餌
と
な
る
柿
や
栗
を
狙
い
、
集

落
周
辺
に
出
没
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
利
用
見
込
み
の
な
い

果
樹
林
は
伐
採
す
る
か
、
枝
を

落
と
す

◎ 

誘
因
物
と
な
る
米
ぬ
か
や
生
ご

み
は
屋
外
に
放
置
せ
ず
、
適
切

に
処
分
す
る

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５
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「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
団
か
ら
一
言
】
興
味
の
あ
る
子
、

ぜ
ひ
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
！

【
練
習
日
】
木
・
土
・
日
曜
日

【
会
場
】
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス

西
会
津
球
場
・
す
ぱ
ー
く
西
会

津
・
群
岡
体
育
館

【
連
絡
先
】
髙
松
梓

　

☎
０
９
０
―
２
８
４
８
―
９
２
７
７

西
会
津
錬
心
舘

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
団
か
ら
一
言
】
み
ん
な
で
目
標

を
持
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
一

緒
に
練
習
し
ま
せ
ん
か
。

【
練
習
日
】
火
・
木
・
日
曜
日

【
会
場
】
錬
心
館
道
場

【
連
絡
先
】
三
留
智

　

☎
０
９
０
―
１
３
７
４
―
１
４
３
７

【
団
か
ら
一
言
】「
練
習
は
不
可
能

を
可
能
に
す
る
」
を
合
言
葉
に

行
っ
て
い
ま
す
!!

【
練
習
日
】
月
・
火
・
金
曜
日

【
会
場
】
西
会
津
中
学
校

【
連
絡
先
】
佐
藤
重
雄

　

☎
０
９
０
―
２
９
５
４
―
７
１
１
１

【
団
か
ら
一
言
】
み
ん
な
で
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。
入
団
体
験

が
で
き
ま
す
の
で
一
度
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

【
練
習
日
】
月
・
木
・
金
曜
日

【
会
場
】
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館

【
連
絡
先
】
長
谷
沼
充
伸

　

☎
０
９
０
―
９
５
３
６
―
０
７
０
４

【
団
か
ら
一
言
】
み
ん
な
誰
で
も

強
く
な
れ
る
！
會
士
館
で
少
し
ず

つ
一
緒
に
強
く
な
ろ
う
！
オ
ス
！

【
練
習
日
】
月
・
水
・
金
曜
日

　

た
だ
し
祝
日
は
休
み

【
会
場
】
野
沢
駅
前
本
部
道
場

【
連
絡
先
】
秦
貞
継

　

☎
０
９
０
―
２
９
７
５
―
５
２
２
２

Ｆ
Ｃ
西
会
津
Ｊ
ｒ
．

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
団
か
ら
一
言
】
未
来
の
侍
ブ

ル
ー
、
な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
目

指
し
て
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
や
ろ

う
！

【
練
習
日
】
水
・
日
曜
日

【
会
場
】
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
・

ふ
れ
あ
い
広
場
サ
ッ
カ
ー
場

【
連
絡
先
】
渡
部
暁

　

☎
０
９
０
―
２
０
２
６
―
０
４
３
３

西
会
津

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
団
か
ら
一
言
】
見
学
、
体
験
、
い

つ
で
も
大
歓
迎
で
す
。
運
動
が
苦

手
な
子
で
も
身
体
能
力
ア
ッ
プ
！

女
子
大
歓
迎
！

【
練
習
日
】
火
・
木
・
土
曜
日

【
会
場
】
野
沢
体
育
館
（
火
・
木

曜
）・
西
会
津
中
学
校
（
土
曜
）

【
連
絡
先
】
三
留
良
司

　

☎
０
９
０
―
８
５
９
１
―
５
２
２
１

【
団
か
ら
一
言
】
み
ん
な
で
楽
し

く
泳
い
で
い
ま
す
。
初
心
者
で
も

大
歓
迎
で
す
。

【
練
習
日
】
水
・
土
曜
日

【
会
場
】
さ
ゆ
り
公
園
屋
内
プ
ー
ル

【
連
絡
先
】鈴
木
理
絵
☎
45
―
３
１
４
５

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

 

紹
介
紹
介

　

町
内
に
は
８
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ

　

町
内
に
は
８
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ

り
、
年
間
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い

り
、
年
間
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い

ま
す
。
平
成

ま
す
。
平
成
2929
年
に
は
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

年
に
は
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

か
ら
理
事
１
名
を
選
出
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少

か
ら
理
事
１
名
を
選
出
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

年
団
本
部
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
団
本
部
で
は
各
少
年
団
間
の
情
報
交

　

少
年
団
本
部
で
は
各
少
年
団
間
の
情
報
交

換
・
共
有
や
団
員
同
士
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な

換
・
共
有
や
団
員
同
士
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
各
少
年
団
で
は

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
各
少
年
団
で
は

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

0101
野球野球

0202
剣道剣道

0303
卓球卓球

西会津卓球西会津卓球
クラブスポークラブスポー
ツツ少年団少年団

0505
バレーボールバレーボール

にしあいづにしあいづ
ＪＶＪＶスポーツスポーツ
少年団少年団

0707
空手空手

會士館會士館

0606
サッカー・サッカー・
フットサルフットサル

0808
バスケットバスケット
ボールボール

0404
水泳水泳

さゆりさゆりクラブクラブ
スポーツスポーツ少年少年
団団

作品名　
◎ つるし雛（写真左）

◎ スラッシュキルトバッグ（右上段）

◎ アジロあみバッグ（右中段）

◎ ベスト（右下段）

作品作りを振り返って
　働いているときはなかなかできなかった趣味

の世界。手芸は、機会があれば挑戦したいと思っ

ていました。３年ほど前に友達から誘われ、二

つ返事で参加しました。

　作品を作ることももちろん楽しいのですが、

みんなでわいわいと、いろいろなお話をしなが

ら作ることは、さらに楽しいです。

今月は、
金沢  幸子 さん（４町内）の作品です。

町民ギャラリー　手芸友の会町民ギャラリー　手芸友の会

『欺
だま

す衆
しゅじょう

生』
月村 了衛 [ 著 ]
新潮社

『ＡＩに負けない子どもを育てる』
 新井  紀子 [ 著 ]
  東洋経済新報社

『祝祭と予感』
恩田 陸 [ 著 ]
幻冬舎

『ガラスの城壁』
神永 学 [ 著 ]
文芸春秋

『ヘバーデン結節 痛みと不安を
解消する！』

酒井 慎太郎 [ 著 ]
内外出版社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　ニュースで何度も報
道される詐欺グループ
による事件。何度摘発
されてもなくならない
犯罪の手口の巧妙さ、
悪質さに驚きを感じま
す。そして、親玉の犯
人とはどんな人間なん
だろうと考えることが
あります。

　この作品は、摘発された戦後最大の詐欺事件の末端に
いた男が、時代の波に揉まれながら、また詐欺の魅力に
憑かれ闇ビジネスに染まり、国家を欺くほどの欲望の世
界にのみ込まれていく様が描かれています。欺き、欺か
れ、謀略を巡らせる男が、幸せな家庭を取り戻そうとす
る姿に滑稽な人間の業、悲哀を感じずにはいられません。
ページをめくる手が止まらなくなる一冊です。
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　 ダンベル。日々成長させ

てくれるかけがえのない

存在です。

笑顔を運ぶ 36 歳、西会津暮らし２年
目協力隊。西会津の自然と人の暖かさ
に触れ感謝の毎日。スポーツインスト
ラクター・笑いヨガ・ヨガをメインに
活動中。仕事の依頼・町のイベント参
加は公民館まで  ☎ 0241-45-3470

キンニク  ステキ  ネ！

◆趣味は？

　筋トレ、キャンプ

◆特技は？

ベンチプレス（140㌔㌘）

◆熱中していることは？

　 筋トレ（身体のサイズアッ

プ）。パワーリフティング

◆自分を一言で表現すると？

　筋肉

◆あなたのモットーは？

　 人生も筋トレも辛いときに

こそ、成長が潜んでいる

成
なり

田
た

尚
なお

美
み

隊員

渡
わた

部
なべ

  泰
たい

介
すけ
 さん［堀越］ 

齋
さい

藤
とう

  寛
ひろ

之
ゆき

さん（11 月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　私の将来就きたい職業は、警察官です。理

由は、幼い頃からよくテレビで見る警察の番

組で、日々いろいろな事件に対応し、日本を

守る警察官を見て、自分も日本を守るような

人材になりたいと思ったことがきっかけで

す。

◆努力していること――

　  　警察官になるためには、まず体力が必要で

す。そのため、部活動を引退しても、毎週

ボート練習で日々体力をつけるようにしてい

ます。また、学校生活などで、自分がすべき

ことを責任を持って取り組んでいます。

◆未来の自分に一言――

　  　自分が就きたい職業に就いていますか。こ

れから先、大きな壁に当たるかもしれないけ

れど、一歩ずつ一歩ずつ乗り越えていってく

ださい。頑張れ！ 愛美！

　［３年・特設駅伝部  部長 ］

渡
わた

部
なべ

  愛
まな

美
み

さん

聞いて！わたしの夢
■ まちの人口

　　　　 　11月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，１９０人　　 （－　８人）

男 　 　２，９８７人　　 （－　６人）

女 　 　３，２０３人　　 （－　２人）

世　帯　 　２，６２３世帯　　 （＋　２世帯）

■お誕生おめでとう

眞部　朔
さく

羽
は

くん　　宏伊・里美　　芝草

岩原　和
のど か

奏ちゃん　 隼 ・雅子　　さゆりが丘

伊藤　綾
あや

美
み

ちゃん　雄一・智佳子　上野尻

■お悔やみ申し上げます

海老名　敏枝（87）　七井  茂 母 　３町内

伊藤　シゲノ（93）　五月男 母 ５町内

岩城　宗𠮷　（83）　 昭 父 　９町内１

渡部　フサ　（88） 小野木さよ子 母 　堀越

渡部　一郎　（87）　恭男 父 　萱本

清野　トリ子（98）　勝衛　 母 　下小島

髙橋　　蓉　（94）　 至 母 　柴崎

武藤　輝雄　（73）　冨雄 兄 　柴崎

佐藤　時男　（66）　昭子 夫 　杉山

戸籍の窓口   
（10 月受け付け分）

や
り
き
っ
て
東
・
目
新
し
い
西

　

笑
顔
を
運
ぶ
人
成
田
尚
美
で
す
。
誰
だ
ろ
う
私
に
田
舎
で

の
ん
び
り
暮
ら
せ
る
よ
と
教
え
た
人
は
？
と
ん
で
も
な
い

話
が
違
う
（
笑
）
‼
更
に
好
奇
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
２

年
目
‼
の
ん
び
り
と
は
縁
も
遠
く
初
経
験
の
数
々
。
私
の

わ
く
わ
く
リ
ス
ト
が
叶
っ
て
い
く
。

　

奥
川
盆
踊
り
櫓
か
ら
見
え
る
景
色
と
体
に
響
く
音
ク
ル
ー

は
最
高
、
普
段
一
緒
に
仕
事
し
て
な
い
方
と
Ｐ
Ｒ
活
動
同
行

『
え
っ
？
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
局
長
室
？
ま
さ
か
』
静
か
な
室
内
に
お

腹
の
鳴
る
音
が
響
く
（
笑
）。

　

あ
い
つ
は
変
わ
っ
て
る
‼
そ
う
な
ん
で
す
変
わ
り
者
・
変

↓
変
化
に
強
い
人
間
で
い
た
い
、
お
通
し
の
に
ん
じ
ん
が
♥

型
、
晴
天
の
さ
ゆ
り
公
園
芝
生
独
り
占
め
、
司
会
す
る
の
が

好
き
ア
ド
リ
ブ
は
苦
手
（
笑
）、
公
民
館
お
留
守
番
を
甘
く

見
て
は
い
け
な
い
、
太
鼓
叩
く
と
顔
怖
く
な
る
ら
し
い
、
笑

い
ヨ
ガ
い
く
ら
準
備
し
て
も
そ
の
笑
顔
に
負
け
ち
ゃ
う
、
一

つ
一
つ
の
事
を
楽
し
む
欲
張
り
な
私
は
今
後
も
笑
顔
の
追
及

を
深
め
わ
く
わ
く
リ
ス
ト
を
全
て
叶
え
る
で
し
ょ
う
。

◆最近感動したことは？

　 子どもの成長。パワーリフ

ティング大会で国体の標準記

録をとれたこと

◆これからやってみたいことは？

　 ストロングマンチャレンジ。

　子どもを連れてキャンプ

◆次の方を紹介してください

　Ｓ・Ｔさん（上野尻）
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　縄沢・甲石の横沢入口の赤い大

橋から北に向かって登って行く

と、入
いりやま

山（奥の方にある山の意味）

というところがあります。大昔、

そこに追剥（山賊）が住んでいて、

往還の旅人の物品・衣装などを強

奪していました。

　文禄元年（1593）、一人の旅僧

がここを通過しようとしたとこ

ろ、追剥が現れ、衣装を奪わんと

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選　  その32その32

入小屋の追
お い は ぎ

剥

広報にしあいづ №734 令和元年12月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：折笠  匡
ただす

さん

磐越自動車道磐越自動車道

国道49号国道49号国道400号国道400号

入小屋の追剥の屋敷跡とおぼしき場所（絵：折笠匡さん）

今  

月  

の  

表  

紙

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
行
わ
れ
る
恒

例
の
「
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
」
よ

り
。
町
の
特
産
品
で
あ
る
桐
ゲ
タ
を

モ
チ
ー
フ
に
作
ら
れ
た
特
製
の
桐
ゲ

タ
を
遠
く
に
飛
ば
す
競
技
で
、
表
紙

は
今
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
上
野
貴

章
さ
ん
。
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
要
領
で

約
13
㌔
の
桐
ゲ
タ
を
回
し
て
投
げ
、

10
㍍
77
㌢
の
記
録
で
見
事
優
勝
し
ま

し
た
！

（
７
㌻
に
関
連
記
事
）

お   

知   

ら   

せ

　

昨
年
12
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た

西
会
津
町
の
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
な
じ
ょ
な
町
、
西

会
津
。」
と
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

近づいてきました。しかし、僧は驚かず、そばの石の上に端座して、念仏を唱えました。奇
く

しくも

追剥は手足を縛られたようになり、怒って秘術を尽くしたが動けず、恐怖の心が生じ、汗ばかり出

て総身を濡らすばかり。その時、僧は「汝、どうしてそうなったのか、分かっているのか」と叫び

ました。その声は雷の轟
とどろき

の如く響いたので、追剥は苦しみに耐えきれず、小声になって、「許した

まえ」と頭を下げました。すると、僧は「すべて天地の間に得難いものは人身である。それなのに、

お前は追剥をはたらいて一生を間違った。死んで地獄に落ちて呵
かしゃく

責の苦しみを味わわないと解らん

のか」と言いました。その言葉に、追剥は一言もなく屈服しました。僧に「これからお前の家に泊

まりたい。案内したまえ」と言われ、追剥は我に返って体が元通り動くようになりました。

　まもなく入山の小屋に行って、僧が終夜説法し、教導したので、

追剥は信心を肝に銘じ、僧に向かって「これから先、どうして生

計を立てていけばよいのでしょうか」と問いました。僧は「お前

はまだ壮年なので、耕作に力を入れて働きなさい」と言うと、あ

くる朝、去って行きました。

　そこで、追剥は本村の肝煎に今までのことを話して道具を譲っ

てもらい、新たに土地を開墾し、自立できるようになりました。

追剥の屋敷跡  付近追剥の屋敷跡  付近
（詳細な場所は不明）（詳細な場所は不明）
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